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定住・農耕モンゴル人に関する文化人類学的研究 
― 内モンゴル自治区東部地域における生業転換と社会変容 ― 
 本論文は、中国内モンゴル自治区東部地域の定住モンゴル人村落を対象として、歴史
研究の成果を駆使しつつ、2014年 8月から 2019年 10月にかけて通算 14ヶ月の集約的な
人類学的フィールドワークを通して得られた民族誌的データに基づいて、定住農耕化し
たモンゴル人の生業形態を詳細に記述分析し、モンゴルと中国、遊牧と農耕の「はざま」
に生きるモンゴル人の「ハイブリッド文化」とその特性を明らかにするものである。 
序論となる第１章では、人類学における遊牧民研究と歴史学・人類学におけるモンゴ
ル研究の批判的な再考を通して、人間中心主義的・定住中心主義的な遊牧研究とそのモ
ンゴルへの適用の問題点が析出され、自身が内モンゴル東部地域の定住モンゴル人であ
るというネイティヴ人類学者として、自身の周辺性に立脚しつつ、遊牧研究とモンゴル
研究の再検討を目指すことが宣言される。 
 第２章では、研究対象となる中国内モンゴル自治区東部地域が、モンゴル世界／遊牧
世界の周辺であると同時に中華世界／農耕世界の周辺でもあるという意味で、二重に周
辺的な地域だと位置付けられる。第３章では、定住農耕モンゴル人の最大の特徴である
ブタの飼育と利用の実態が詳細に記述され、そこには漢文化からの借用のみならず、モ
ンゴル文化に伝統的な家畜利用の理念と実践の適用も見られることが明らかにされる。
第４章では、農耕化の顕著な二つの定住村落における農耕の実態が詳細に記述され、ナ
ムク・タリヤと呼ばれる遊牧と組み合わせて実践されてきたモンゴル的な農耕も維持さ
れていることが明らかにされる。第５章では、牧畜を専業としてきた村落での観察を中
心に、定住牧畜の現代的実践が詳細に記述され、第６章では土地所有形態の歴史的変化、
第７章では社会構造と儀礼の変化が記述されて、定住農耕化と定住牧畜化に伴って、社
会構造の基本が人間的紐帯から地縁的紐帯へ、そして儀礼の担い手も地縁的関係へと変
化している現状が明らかにされる。第８章では、以上の知見に基づいて、未完成ではあ
るが、人間中心主義と定住中心主義を脱した、周辺のハイブリッド文化からの遊牧論が
構想され、その独自性と将来性は高く評価できるものである。 
モンゴル研究と人類学に対する民族誌的および理論的貢献は大であり、本論文の提出
者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
